
iii

まえがき

近年，コンピュータ能力は飛躍的な進歩を遂げている．扱える情報も，文字

だけでなく，画像，音声，映像などのマルチメディアが一般的である．また，イン

ターネットに代表されるネットワークも高速化され，日々の生活に不可欠なも

のとなっている．

一方，医療現場でもオーダエントリーシステムや電子カルテのようなコン

ピュータシステムが導入され，医療現場でもコンピュータシステムは不可欠な

存在となっている．医療情報の特質から，個人情報保護，プライバシー保護に

十分な配慮が必要であり，マルチメディア性，連続性，多層性などのために情

報自体が複雑である．そのため，医療情報システムを扱う医師，看護師などの

医療スタッフや事務職員などの中には十分なコンピュータ知識をもたず，これ

らのシステムを利用している人もいるため，誤動作やデータの漏洩が発生して

いることも報告されている．また，平成23年度医療施設動態・静態調査におい

て，電子カルテシステムの導入病院数は全体の17.3％（全病院数8,605）である．

これは，電子カルテに対する知識がないだけではなく，コンピュータの知識や

自らの所属する部門に対する導入前後の変化がわからないため，組織として同

じ方向へと進むことができないことが原因の一つであると考えられる．このよ

うな社会背景から医療情報に携わる人材の育成のために，一般社団法人 日本医

療情報学会がおこなっている医療情報技師，上級医療情報技師，医療情報基礎

知識検定試験に，数多くの人々が受験している．

そこで，筆者らはこのような状況を鑑みて，初めて医療情報に触れる人を対

象にした医療情報の基礎を網羅したテキストを作成した．本書は大学や専門学

校などで半期15回の授業で医療情報の基礎を学べる分量にして，コンピュータ

や医療現場を知識がなくても，コンピュータ技術や医療情報を理解できるよう
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に平易な文章で解説し，画像を多用してその技術を学習できるように心がけた．

また，本書を十分に学習することで，医療情報基礎知識検定試験程度の知識は

得られるように構成し，各章の終わりにまとめとなる問題を付した．これらの

問題を解くことによって，その章を復習できるようにしている．

本書の各執筆者は医療情報技師の有資格者で，日々の授業において医療情報

技師の育成担当をおこなっており，医療情報の基礎から広範囲な技術を読者に

提供できると確信している．本書の執筆にあたっては，金谷と服部が全体の

構成を協議し，金谷が第1部を，服部が第2部を分担執筆した．

本書で学習された読者が適切な医療情報の知識をもって，医療現場で活躍し，

さらに，医療情報技師，上級医療情報技師などを取得されるとすれば，筆者ら

としてこの上ない喜びである．

最後に本書を執筆するにあたりお世話になりました，共立出版株式会社の

横田穂波さんをはじめとする多くの方々に感謝します．また，本書の作成の機会

をくださいました，元 広島国際大学医療経営学部医療経営学科 佐能孝教授に

感謝します．さらに，本書の校正に協力してくださいました，金谷麻衣子さん

に感謝します．
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